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昨年の 5月に市内の天良町で実施された市内遺跡確認調査で、古代新田郡の

郡庁跡が見つかりました。地権者の方々のご協力をいただき全域に及んだ調査

により、この遺構は全国でも最大の規模をもち、上野国交替実録帳という古文

書の内容にも一致していることから、国指定史跡の申請にまで至りました。調

査当初は、新田郡の郡街があると推定されていた場所でしたが、 50mにもおよ

ぶ長大な掘立柱建物跡の発見をきっかけとして、その全体を確認することがで

きたことが、このような成果となったことは言うまでもありません。また、 4

月から開発申請の扱いが変更となり、本来開発できなかったこの地に調査が

入ったことも重要な要因の一つであったと言えます。合併3年目にして、「市内

遺跡発掘調査」事業がこのような大きな成果を挙げたことは大変うれしいかぎ

りです。当教育委員会では、今後も市内における開発行為に対しては、「市内遺

跡発掘調査」として事前の試掘・立会い・確認調査を実施し、埋蔵文化財の保

護につとめていく所存です。

本書には平成18年度に実施した市内遺跡発掘調査の成果をまとめでありま

す。今まで知りえなかった数々の遺跡についての報告が載せてありますので、

市内の遺跡の様子や埋蔵文化財に対する理解や保護、また地域の歴史を知る資

料としてご活用いただければ幸いです。

おわりに、調査に当たり発掘調査にご協力いただきました方々、また寒暖の

中発掘調査に参加していただいた方々に厚く御礼申し上げます。

平成20年3月

太田市教育委員会

教育長相津邦衛



例 目

1 本報告書は、太田市教育委員会が文化財保存事業費国庫補助金と県費補助金を得て実施した 「市内遺跡

発掘調査」をまとめた報告書である。

2 発掘調査は、太田市教育委員会が平成18年度に実施し、整理作業は平成19年度に実施した。

3 試掘調査において、遺構が確認された主な遺跡についてはその調査概要を掲載し、その他に調査を実施

したすべての遺跡について、調査地点、の位置と概要を示した。

4 太田市教育委員会の調査組織は下記の通りである。

平成18年度（発掘調査）

調査主体者太田市教育委員会教育長相津邦衛

調査担当者太田市教育委員会教育部文化財課埋蔵文化財係係長須永光一

係長代理小宮豪、主任小宮俊久

調査 ・整理事務局太田市教育委員会教育部長岡島幸雄、教育副部長諏訪和雄

文化財課課長宮田毅、課長補佐手島昌代、荒井久志、文化財保護係長小暮英

司、史跡整備係長高木武史、係長代理原口芳典、主任高橋之雄、空井智、神

保晴美、田島幸一、金津誠、新井喜昭、中村渉、伏島徹、遠坂純伸、関根圭介、

荒井文夫、嘱託鹿山くみ子、佐藤信孝

平成19年度 （整理作業）

整理主体者太田市教育委員会教育長相津邦衛

整理担当者太田市教育委員会教育部文化財課埋蔵文化財係係長代理小宮豪

整理事務局太田市教育委員会教育部長竹吉弘、教育副部長諏訪和雄

文化財課参事茂木博光、課長補佐荒井久志、須永光一高木武史文化財保護係長栗原正幸、

小暮英司、係長代理原口芳典、有本陽子、小宮俊久、主任高橋之雄、空井智、

神保晴美、田島幸一、城代富美江、新井喜昭、中村渉、伏島徹、遠坂純伸、関根

圭介、荒井文夫、嘱託鹿山くみ子、佐藤信孝

5 本稿の編集 ・執筆は、小宮豪が担当した。

6 本書に掲載した遺構の写真は調査担当者が撮影した。

7 本書に掲載した地図は太田市都市計画図を用いた。

8 発掘調査および本書の作成にあたっては下記の方々、機関より御教授、御協力を賜った。記して感謝を

表したい（アイウエオ巡、敬称略）。

群馬県教育委員会文化課埋蔵文化財クループ、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

9 本書に係わる資料、遺物は太田市教育委員会で保管している。

10 発掘調査ならびに整理作業に携わった作業員は、下記のとおりである。（敬称略、順不同）

保坂あき子、福島貞雄、福島清野、小此木克己、小川和栄、高橋章、木村美江子、佐藤裕美、

須永純子



凡例

1 遺構平面図、遺構配置図等に示す北は断りのない限り座標北を意味する。

2 第5章の調査地点位置図の縮尺は 1/5000、遺跡の範囲図の縮尺は 1/10000とし、それ以外の縮尺につい

てはスケールを付した。
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第 1章調査に至る経緯

太田市は、平成17年3月28日に、旧太田市と旧新田町、旧尾島町、旧薮塚町の 1市3町の合併によって人

口が22万人近くとなり、面積も176.49km2となる大都市へと変貌しました。史跡や指定される文化財の数、埋

蔵文化財包蔵地も圧倒的に増え、開発に伴う試掘・確認・本調査の件数も増えてきました。太田市では、前

年度から引き続き公共事業に関しては前年度に関係各課に事業内容についての照会を行い、遺跡に該当する

箇所については新年度事業の試掘調査対象とし、民間開発については事前問い合わせの窓口を通して事業照

会を行い、工事着手前に立会・試掘調査が実施できるように文化財保護の体制を統一してきました。試掘調

査においては、国庫補助や県費補助を受けて「市内遺跡発掘調査Jとして実施し、個人住宅において遺構が

確認された場合については本調査を実施することで開発事業との調整を図ることとしました。

薮塚地域
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0 2000m 

太田市の全体図
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第 2章調査の方法および経過

前述したとおり、公共・民間の開発については市内遺跡発掘調査の対象とし、開発の事前申請時に太田市

内の遺跡地図をもとに遺跡地内であるかの判断を実施し、遺跡地内に該当する場合は開発事業者に事業内容

について確認を行った後、試掘調査が必要な場合については試掘調査依頼書の提出を受けて調査を実施して

いる。なお、平成18年度の遺跡地の照合に当たっては、太田市で作成した新遺跡分布地図を基にして、旧町

の分布地図も参考にして、遺跡該当の取扱いを実施してきた。

試掘調査の内容は、対象となる土地の地形・形状や開発計画を考慮してトレンチを設定し、遺構確認面ま

で掘削して遺構の所在を確認している。確認された遺構については、平面形を実測し、写真撮影を行ってい

る。また、鉄塔建設等の狭い面積の開発においても、地下に影響を及ぼす工事については試掘調査の対象と

し、柱状改良等が伴う個人住宅建設については県文化課と取扱いを協議して試掘実施の決定をしてきた。い

ずれの場合にせよ、遺構が確認された場合については本調査の対象としている。（個人住宅における本調査は

市内遺跡で対応している）

太田市内遺跡平成18年度確認調査一覧表

No. 所 在 地 遺跡名 開発原因 （調開査発面面積積） 調査期間 調 査 結 果 備 考

1 太田市原宿町597他 原宿川向遺跡 ドライフ．イン 4so0r 
(14, 00 平18.5 .15-17 遺物 ・遺構なし。

2 太田市尾島町240番1ほか FP泥流下遺跡群（尾島） コンビニ 155~f 
(3,26 平18.6 5 遺物 ・遺構なし。

3 太田市下田島町15638 西田島遺跡 集合住宅 mg), 平18.6 8 遺物 ・遺構なし。

4 太田市高林南町605-6 高林鶴巻古墳 集合住宅 70w 
(99 平18.6 . 26 溝l条、遺物なし。

5 太田市亀岡町568 1、569 1 FP泥流下遺跡群（亀岡軽浜） 土地分譲 350'.lf 
(2 ,31 平18.8 1 -2 土坑1基（平安時代）。

6 太田市別所町388番2 茶臼山古墳 学校建設 80~' 
(308. 平18.7 . 31 周堀1条。 確認調査で終了

7 太田市岩松町159番ほか地内 東部地区遺跡群 区画整理 420~' 
(4.44 平18.8.31-98 

住坑居17基10軒、溝（古3墳条～平安時代）、土 確部認本調調査査後、 一
8 太地田内市鳥山上町2249番1ほか 上遺跡 土地分譲 16~w (2,303 平18.9 5 11 

住基居、土12軒師器（古片墳。～平安）、 土坑4 確部認本調調査査後、 一
9 太田市牛沢町138番1地内 牛沢稲荷山古墳 宅地造成 10~6)' (801 平18.9. 28-10. 2 住居6軒（古墳前期）、土師器片。

工調事査。の際立会い

10 太田市上強戸町2028-1ほか 上（北部強ス戸ポー古ツ公墳園群内遺欄 公園建設 mgr (4,00 平18.10.18 確直径認約。3円0筒m埴の輪円墳片数で点あ出る土こ。とを 確認調査で終了

11 太地内田市西矢島町358番4ほか 西矢島遺跡 土地分譲 1053r (999. 平18.10.25 発見遺構・遺物なし。

12 太田市薮塚町2764番I地内 西野東中遺跡 集合住宅 no~r (1,00 平18.10. 26 発見遺構・遺物なし。

13 太地田内市新田中江田町1126番2 赤仏遺跡 介護施設建設 1808r 
(1,41 平18.11.1 長方形土坑4基。 確認調査で終了

14 太田市粕川町154番1地内 FP泥流下遺跡群（粕JII) 土地分譲 403r (2,47 平18.11.2 発見遺構 ・遺物なし。

15 太地田内市新田市野井町1989番3 境ヶ谷戸遺跡 鉄塔建設 1~6)' 平18.11.6 住居3軒、潜I条、土師器片。 事確認箇調所査を後変更、工。

16 太内田市沖之郷町984番ほか地 塚井遺跡 遊水池建設 735 平1/8.ll.9 12 住溝居5条9軒、（ピ古ッ墳ト前4期0、）土、土師坑器5片基。、 確新発認見後本の遺調跡査。。(85,900 

17 太田市尾島町250番1ほか FP泥流下遺跡群（尾島） 道路建設 18of (85 平18.11.10 発見遺構・遺物なし。

18 太田市新田小金井町地内 中溝II遺跡 道路建設 200~' 
(3,50 平18.12 .11 12 発見遺構・遺物なし。

19 太田市新田村田町 村田・本郷遺跡 道路建設 2000)' 
(7,30 平18.12 .15-18 住堀居4箇2軒所。、 遺土物坑な9基し。、溝9条、

試実施掘後。本調査を

20 太内田市由良町1558番1ほか地 大門遺跡 土路地分建譲・道設 430)' 
(1, 70 平18.12 .15 土坑l基（近世）

21 太田市下田島町530番1地内 下回島遺跡 鉄塔建設 ~~6)' 平18.11.16 発見遺構 ・遺物なし。

22 太田市岩瀬川町53番1ほか 杉ノ下遺跡 集合住宅 290ITT' 
(2,61 平19.1 .10-12 住溝居5条5軒、（ピ古ッ墳ト時1代7。）土、土師坑器20片基。、

確了。認調査で終

23 太田市金山町40番281地内 金山城跡縄張り 金山ガイダンス 740)' 
(1,65 平18.12.4 -12 発見遺構 ・遺物なし。

24 太田市石原町118番2 大日山古墳群 ドライフeイン 410rr (3,292. 平19.1 .16-19 
住縄居文土1軒器片（縄、文埴時輪代片）。、古墳4基。 確部認本調調査査後、 一

25 太田市新田上江田町 上江田城館跡 道路建設 ~~~O)' 平1/9.2 1 -3 古円墳筒埴2基輪、1土点坑。2基、 溝2条。 確了。認調査で終

26 太田市飯塚町759-1 北明泉寺遺跡 集合住宅 4~ir (1,031 平19.2 5 
住溝居2条l軒、土（古師墳器時片代。）、土坑2基、 確了。認調査で終

27 地太内田市鳥山中町817番 1ほか 鳥ケ谷戸遺跡 個人住宅 258)' 
(327. 平19.3 2 発見遺構・遺物なし。

28 太田市台之郷町1550番 安良岡古墳群 集合住宅 600~' 
(5,249. 

平1/9.3 .15-3 方形周溝墓1基、溝1条 試実施掘後。本調査を

2 
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平成 18年度調査地

1 原宿川向遺跡

2 F P泥流下遺跡群（尾島）

3 西田島遺跡

4 高林鶴巻遺跡

5 F P泥流下遺跡群（亀岡軽浜）

6 茶臼山古墳

7 東部地区遺跡群

8 上遺跡

9 牛沢稲荷山古墳

10 北部スポーツ公園内遺跡群（上強戸古墳群）

11 西矢島遺跡

12 西野東中遺跡

13 赤仏遺跡

14 F P泥流下遺跡群（米自！｜）

15 境ヶ谷戸遺跡

16 塚井遺跡

17 F P泥流下遺跡群（尾島）

18 中溝E遺跡

19 村田・本郷遺跡

20 大門遺跡

21 下回島遺跡

22 杉ノ下遺跡

23 金山城跡縄張り

24 大日山古墳群

25 上江田城館跡

26 北明泉寺遺跡

27 鳥ケ谷戸遺跡

28 安良岡古墳群



整理作業においては、 これらの調査より出土した遺物の整理や図面の整理を実施し、 翌年度にその成果を

「太田市内遺跡」としてまとめて調査報告書を刊行している。 平成18年度の整理作業は、 平成17年度に実施

した調査について整理を行い、「太田市内遺跡 2」として報告書を刊行した。

平成18年度の調査 試掘調査を実施した28箇所における開発事業の内訳は、 民間事業21件、 公共事業6件、

範囲確認調査1件を数える。 民間開発事業のうち6件は土地分譲、 6件は集合住宅、 ドライブイン2件、 そ

の他が7件であった。 公共事業は、 道路建設が4件で、 残りはその他の事業に該当した。 範囲確認調査とし

ては、 北部スポ ー ツ公園造成に伴い緑地として保存されてる古墳の範囲について確認調査等を実施した。 以

上、実施した調査地の概要について一覧表にまとめ、その位置を同番号で調査区位置図として図上に示した口

調査によって得られた資料の整理は、 平成19年度に実施し、 太田市教育委員会にて保管している。

第3章 遺跡、の位置と歴史的環境

太田市は北東部に八王子丘陵があり、 それが南東方向に連なっている。 また、 その南側には金山がそびえ

立ち、 市域全域を望むことができる。 八王子丘陵の西側の薮塚地域には大間々扇状地が広がり、 その端部に

位置する新田地域からは湧水が流れ出し、 河川を形成し古くより生活の水脈として 利用されてきた。 市中央

部には広大な平地部分が広がり、 台地や沖積地を形成している。 利根川と面している南西部の尾島地域は、

旧利根川の流路にあたる部分であり、 遺跡が泥流によって覆われている区域が広がっている。 旧1市3町の

範囲については、 現在の所、 太田地域、 新田地域、 尾島地域、 薮塚地域の4区域に分けられているため、 各

地域ごとの遺跡数と時代区分について一覧表にまとめてみた（地域別遺跡数一覧表）。 各地区の遺跡数の合計

を見ると、太田市全体としては965の遺跡が所在しており、これらを時代区分ごとに分け、数の多い順に並べ

てみると古墳時代が圧倒的に多く、 ついで奈良・平安時代、 中世、 縄文時代、 近世、 弥生時代、 旧石器時代

となっていることがわかる。今回の調査地点でも古墳時代の遺跡が19 を占め、奈良時代が12、平安時代が11、

縄文時代・中世が7、 弥生時代が6、 近世が3、 旧石器時代が 2 であった。

以下、 調査した遺跡の位置と歴史的環境について一覧表にまとめてみた。

話勧竺き 太田地域 新田地域 尾島地域 薮塚地域 時代区分数 時代区分数の順序

旧石器時代 16 12 。 3 31 1 古墳時代 632 

縄文時代 51 48 4 35 138 2 中 世 181 

弥生時代 13 12 7 10 42 3 平安時代 178 

古墳時代 340 169 84 39 632 4 奈良時代 158 

奈良時代 78 49 16 15 158 5 縄文時代 138 

平安時代 97 42 21 18 178 6 近 世 101 

中 世 61 62 45 13 181 7 弥生時代 42 

近 世 12 57 26 6 101 8 旧石器時代 31 

l口』 計 668 451 203 139 1,461 

遺跡数合計 453 330 117 65 965 
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生品地区

( 3) 

太田市内の地域・地区割と調査件数

平成18年度に試掘調査を実施した遺跡の概要

太田市

番号 遺 跡 名 遺跡番号 位 置 お よ び 歴 史 的 環 境 調査歴

はらじゅくかわむかい T0336 太が流田地れ域ての毛里遺田地跡区時に代位置区分する。 市古墳内時で代も北東部散布に地あたしり、 北登録東部さには渡良る瀬川 無し
1 ・・・ 』ーーーーーーーーー いる。 の は、 で、 とて れてい

原宿川向遺跡 古墳

エフピーでいりゅうした ]0065 
遺査尾跡島は地広の域範範囲囲の世。に及試良掘田ん調で・査実尾施島を地実さ施れ区てにし広いながいる。ると。古墳尾時島地代域以特前有の遺の洪跡水は確に認よでってき埋ないも。れ発て掘い調る

z F長泥流ニF這跡詳
（尾島）

弥生～近世

にしたじま T0135 

城太校委島館遺田のに地西跡跡お域側がいII確のにて下宝位認尭回泉置掘さ島調地すれ域査区てる跡。いにをの位遣実る調施置蹄ロ査昭すのし時羽てる（平代。田い成市年区る3分。内・年6西では；、年田も古島中に墳群遺央部時馬跡南代発県側教掘・育平調に委安査あ時員報た代告会りが書、で、県主（昭体立平和成的フ田で1レ6年、年ッ）集、クに落市西ス教高や田
県：教回回委群市教馬ー－－－ー・．－ーー・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーー

3 
西田島遺跡 古墳・平安 委

たかはやしつるまき T0028 
太昭川和田と対地63域面年すのに市沢る教野。遺地委跡区にのおに範位い囲置ては発す、掘る県調。立本査が地をん実区セ施はン市しタ内てーでいのるも東南。側端に部南に北あにた長りく、広南が側っでてはい利る根。

1回市教
4 

ーーー－－『『ーーー『『骨 委

高林鶴巻古墳群 古墳

エフピーて、いりゅうした ]0065 
遺査尾跡島は地広の域範範囲囲の世。に試及良掘田ん調で・査実尾施島を地実さ施れ区てにし広ないがいる。ると。古墳尾時島代地域以特前有の遺の洪跡水は確に認よでってき埋ないも。れ発て掘い調る

5 FP泥流下遺跡群
・・ー 』ーーーー』ーーーー

（亀岡軽浜）
弥生～近世

ちゃうすやま T0132 

史休太成太跡田的田新地域田荘平の宝遺成埋泉跡蔵3地文円・福化区4財寺年に位境度尭置内す教査含る。委年ま市れ内てでいる（平。ても成遺尭中掘5央跡年部調の）聞南査、倒を埋t実区に蔵分施あ文たはし化、てり財、古い発古墳る掘墳附。調のt査墳年－中丘羽部世分が主は
2回市教

ーーーーーーーーーー『『ーーー『 F 明開骨骨骨ーーーーーー 委
6 

6市年で、）史、 掘に市調に 報にお3 報4（平茶臼山古墳 古墳

6 



とうぶちく ]0112 
尾中にる。島世お地遺がい到域主て体発白の尾時的掘代島で調地査区あ分料るを。実には位平施、置弥成し生す1て3時年いる代度。る市～。か1内ら6近で年世度も南にに部か旧尾に砂て島あ遺町た構教り、委が所南、開在平成す・c-1はる7利年が根、度川平に安はと対時市面代教委すー

5田市教

7東部地区遺跡群

・・ー明『ーーーーーーーー 委

弥生～近世

かみ T0263 
安太は、時田古地代墳域に時のか代鳥けで之て散郷の布地集地落区と跡にし位でて置あ登する録るこさ。とれ市がて判内しでもほぼ中央調部査でに遺あたる度。遺跡高の時古代墳区分平

無し

8上遺跡

ー“ーーーー ー・・ ．．．．．

明3るし。今た。回の 構密のい ～ 
古良 ・墳平安・奈

うしぎわいなりやま T0031 
太川れ田てと対地い域面る。すの沢る野。地昭和区4に6位年置の群す馬る。県本遺地跡台区帳は市（東内毛で編も南）端で部は前に方あ後た円り墳、南と側しでて記は利録根さ

無し

9牛沢稲荷山古墳

ーーーーーー・・ーーー骨ーーー．

古墳

かみごうど T0109 太公園田地域造成の強に戸伴地区市に位教委置する。部市発内でも査中央をの施北部しにあたる。北部スポーツ運動 l回市教

10 王（北部強ス戸ポ｝古ツ公墳園内群遺一跡群）

・．． ．．． ．，” ーー ”ーーー の い、 にてー掘調実ている。 委
古墳

にしやじま T0021 墳太掘調時田地査代域の奈施九合良し地平区に位時代置す主る 市的内でも南成東4部年にあたる。 遺年跡の教時代委区分は、 古発
3回市教

11西矢島遺跡

ー．『－－ ーーーーー ー『ー か実ら ・ 安 が体で、平 ・6年・ 17 に市 において 委
古良 ・墳平安・奈 を ている。

にしのひがしなか Y0049 
薮縄る塚文。地時平域代成の薮年ら塚平度安東に部市時代教地委の区遺にに物位お置し 市地掘調及内で古をも北墳実施東が部所し在、にあたる。跡基遺がと跡しの時登さ代録れ区さ分れは、

l回市教

12西野東中遺跡

ーーーーーーーーー・・ーー

か17 のい散て布発 査び 古す墳る遺2 確認て ていてる。い
委

縄文～平安

あかぽとけ N0084 新時代田地か域ら平の木安崎時地代の区遺に位物置散布し地、市と内しでて登も南録西さ部れてにあいたる。る。 遺跡の時代区分は、古墳
無し

13赤仏遺跡

・・・ ー・・・ー． 母国有” ・

古良 ・墳平安・奈

エフピーでいりゅうした ]0065 
遺査尾跡島は地広の域範範の世。に試及良掘田ん ・査尾実施島を地実さ施れ区に広ながる 墳尾島時代地域特前有の遺の洪跡水はによって埋もれている

14 FF泥流下遺跡群一一一
ーーーーー ーーーーー 曲ー』

囲囲 調で てしいいる。と古 以 確認できない。発掘調

（粕J11) 
弥生～近世

さかいがやと N0024 

新平認新1いえ13安唐年田田さら（地時ニ町平）れオL、4壊誌成蕗てて4第Cのがが、1いい四1生主第年出るる集体土。。品~3和地周集的し第田境辺区でて2町4、いでヶに集内：谷平るは立新遺置成。大戸跡田型そし・6町I原I年、ののI内宿度市掘ほ（遣平立・内のか上時後発柱でに野i掘巡§建も井年西方物調（平；部査や跡I遺成出で円にも跡1検面2あは年曜、た出（平）全、、るし成。仏第国て6遺教2的お年7跡的集にり）、のなも極色時官代豪衛め関区ての分強連出土のはい聞造遺、奈物跡の良少がと考確な
7回新田

－－ーーーーー ー， F ーーーーーー ーーー ーーーー・ 4，ーーー晶． ー・・』』ーーーーーー・． ．． 町教委

15 

境ヶ谷戸遺跡、 古良 ・墳平安・奈
境、第ケ谷19集戸新遺跡田町II内（遺平跡成

っかい T0454 太塚確廻認田地古さ域墳れの休ど泊が地南西区に位に所置在する。て遺跡たの周め辺今は水回団地試帯掘調で査、洪で新水によっ遺て埋跡没した
無し

16塚井遺跡

ー．ー・・ーーー』ー ・．．．． な 部 しいた、 の 発見のとして
古墳～平安 た。

エフピーでいりゅうした ]0065 遺査尾跡島は地域範範の世及試良掘田ん ・査尾実施島を地実さ施区に広ながる 墳尾時島地代域以特前有の遺の洪跡水は確によって埋もれている

11 Fr犀泥島流）下遺跡群一 ・．．．．．． 骨骨骨骨・ー

広の因囲。に 調で れてしいいる。と古 認できない。発掘調
弥生～近世

なかみぞ N0067 
新南年第聞1田に1地集で旧新新域は利の田田生相町東教部品川地委遺と対跡区に面群おに位すい（置平てる成。尭す遺掘る5調I跡年）県の査指時を代実定施史区跡分しては「、中い溝古る墳。・揮時町代遺か跡らj中の世北で西、部平に成あ3た～る4。

1回 新田

18中溝II遺跡
町教委

古墳～中世

むらた ほんごう N0029 
代新いて田区地分尭集新域掘はの生古査東墳部品を地時遺実代施跡区群でにし位集て（置落平い成す跡る。ると。し市て登内揖でさもれ中心て部いよる。り昭や和や西田倒年にに旧あ新た田る。町遺教跡垂叩に時お

l回新田

19 
・・・・・・ ー・．．．．． 町教委

村田・本郷遺跡 古墳 第11 調田 5年）、新田町史

20 だ、いもん T0281 代太田区地分域の宝中世泉地で城区に位跡置とすしる。登録市内しでは中る心。部発掘よ調りやや南は側無にあたる。遺跡の時
無し

・・・・・・・ ・・・ ・・ーーー．骨ーーーーーーーーーーーー ーーー ーーーー ーーーー岨． は、 館て てい 査歴い。

大門遺跡 中世

しもたじま T0249 太代市し田区て内地分い瞳は、の縄宝泉文地時代区にと並古置噴す時代る。で、市平内成で1は5中・心16部年によ市り教や委や南に｛お則にいてあ発た掘る。調遺査跡を実の施時
3回市教

21 
ーーーー ーーー曲ー』司ーーーー ーーーー ー幽喧・ ・ー・．． ・・・・ーー． ，鴨骨．『 ・ 委

下回島遺跡 縄文 ・古墳 遺跡る。XI X、市内遺跡20、市内遺跡21

すぎのした T0352 
査太川田対地が域面無の沢野。め地遺、今跡区に位時の置代調査す区分でる初。は本、め地古墳集区落時は市代跡内でも南地端部しにあたり、 南側。で発は利掘根

無し

22 
ー・・・ーー『『『’－－ーーーーーー ーー ーーーーー・ー・』ー ー．． ー・・ーー ー．ー骨量曲・．

と する の で散あ布るとて登明録しされいる 調
杉ノ下遺跡 古墳 歴いた 回 て でことが判 た。

かなやまじようあとなわば T0006 太あ田地域今後の太田地区なに位発置に際する。史遺構跡金の所山城在の本検証拠地し部分について推定あした区域で 無し

23 
ーー ー・ー ・．．．．． ．．．．．．．骨骨ーーーー”『・『ー a，再ーーーーーーーーーーー る。 、新た聞 して を ていく必要性がる。

金山城跡縄張り 中世

だいにちゃま T0087 
太現の存古田地墳し域調て台のお韮帳り川、に東地は側、区当にに時は位の中置古世す墳のるの下。ス小市ケ林内ッ館でチ跡もやが中出所心土在部品すか等るらの。や発記や掘録東調が側査詳に細歴あはにた残無るいさ。。れ昭1て和号い墳10る年は。

無し

24 
ー・・・・ ・・・・・・ーーー『 F ーーーーーーー母国ー骨’ F ーーーー ーーーーーーー ーーー

大日山古墳群 古墳

かみえだじょうかんし N0429 
新今に田地現の域在調査での木でも崎土は地塁、埋が区残にも位置れする。 史跡が目新立確認田つ荘た遺開れ発跡て江田館い跡所に隣ら発接する城査館歴跡は無で民地

無し

25 
ーーーー ー曲目・・－ーーー－ーーーーーーーーー・．．．． ．・・・ ・・ ・ー・・ ．『’・ ．．．

は さてい古る。墳 もなか掘調 い。
上江田城館跡 中世 回 れていた さいる。

きたみょうせんじ T0202 太墳し時田代地域の奈九合良地・平区に位時代置し、主体中心部から南成東部年にあたる。遺お跡いの発時代掘区分査は実、古
I回市教

26 
ーー ー－－－－－ーーー・・ーー・・ ・・・・ ・・・・ ．．． ・・ーーー”・ーー『母国ー” から 安 が 的で、平 9 に市教委に て 調を施 委

北明泉寺遺跡 古墳 ・奈良 ている。

とりがやと T0267 
太古墳田と地時が域代明ので散鳥か布之に郷地な地と区してに位登録置さし、れ市て内いでるも。ほ今ぽ回中の心発部掘に調あ査たでる古。墳遺時跡代のの時集代落区で分あはる、

無し

27 
骨ーーー ーーーーー『ー－－’ F ーーーーーーーーーーー・ー ーー－ーーーーーーー・ーー

鳥ヶ谷戸遺跡 古墳 こ ら った。

やすらおか T0246 
太田地調る域査が歴、のそ韮もの無川現地い況。区は今に会位回社置のの調し寮査、や市で住方の宅形中地心周化部溝さ墓かれがらて東所お側在りにし、てあ実たい態たるは。こつ古とか墳がめ群確て認とししての登録

無し

28 
ーー 』ーー ・ーー・・・・・ －－－－ ーー ・・・・ー・． ．．．・－－－－－－ －四『明 F ・ は掘あ 3なかった。

安良岡古墳群 古墳 発 された。

7 -



第 4章調査を実施した遺跡、の概要

ちゃうすやまこふん

し茶臼山古墳（No.6) 

茶臼山古墳は、宝泉台地の西端部に位置する大形の前方後円墳として知られており、「円福寺茶臼山古墳及

び伝新田氏累代の墓附石瞳jとして県指定史跡に指定されている。古墳の規模は、墳丘の全長が約168m、後

円部直径96m、前方部前端史幅42m、高さ14mである。周辺の遺跡としては北西1.1kmに古墳時代前期の豪族

居館で知られる県指定史跡中溝・深町遺跡があり、北東部に大門遺跡・「新田義貞・脇屋義助生誕地」とされ

ている台源氏館跡、南東部には由良の砦跡・北之庄遺跡などが所在する。古墳の西側と南側には沖積地が広

がり他の遺跡は所在しない。発掘調査は昭和37年の群馬大学の発掘調査にはじまり、平成3年には南東部の

墓地拡幅工事、平成4年には円福寺本堂建設に伴う発掘調査を太田市教育委員会で実施している。平成4年

の調査区は今回の対象地の南側にあたり、周堀の立ち上がり部分が確認されている。

今回の調査は幼稚園建設に伴う確認調査であり、強度のある建築構造を要する工事であった。敷地は南北

に長く、対象となる周濠は同じ方向に造られているため、東西方向のトレンチを 4本設定し、調査を行なっ

た。その結果、 1トレンチでは、東側で周堀の立ち上がりと思われるローム面が確認され、周堀より外側と

調査区全景（北より）

調査区位置図 8 

なる覆土下層部では、五輪塔の空・風輪や火輪、水

輪等が確認された。その他のトレンチでは東側が撹

乱によって壊されており、周堀の外周ラインは確認

できなかった。なお、建物の基礎工事深度は周堀の

確認面にまで及ばない工事であったため、確認調査

で終了とした。

一一一一一一一J

⑧ 

。 1 . 700 40m 

トレンチ配置図



2 .東部地区遺跡群（No.7) 

東部地区遺跡群は、市内でも一番南側の尾島地区の東側に位置し、尾島東部土地区画整理事業に伴い道路・

水路計画地を対象として平成13年度から調査を実施してきた遺跡群である。その中では平安時代の集落が確

認された岩松千歳I遺跡や、堀口駒形遺跡などの遺跡が確認されている。この遺跡群は、 6世紀中頃の榛名

山二ツ岳を起源とした火砕流によって起こされたFP泥流によっておおわれている区域であることがわかっ

てきている。

今回の調査も道路として拡幅、新設する部分の調査であり、①～③の調査箇所のうちすべてにおいて遺構

が確認された。①の調査区では、東西方向に 2本トレンチを設定して遺構の確認調査を実施したが、西側に

おいて 1軒住居跡が確認されたものの、それより東側については遺構確認面となるFP泥流層の堆積が認めら

れず、遺物・遺構は確認できなかった。②地点については、道路拡幅部分であったため、東西の 2か所にト

レンチ 1本を入れるのが精一杯であった。この地点、の調査では西側のトレンチで溝・住居等の遺構が確認さ

れ、東側のトレンチでは地形が現況より 2mほど低くなっていることが確認された。③地点は一番広い計画

道路の一角で、東西方向にトレンチを 5本設定し、 FP泥流面で遺構確認を実施した。その結果、西側での遺

構検出数が多く、住居跡8軒、溝・土坑などが確認された。対象地はいずれも道路建設地であるため、確認

調査後協議して平成19年度に本調査を実施した。

①地点トレンチ西側の遺構配置図

ヴ炉グ

グラ三

10m 
1 • 500 I 

③地点トレンチ・遺構配置図

9 -



N 

②地点、遺構確認状況（西から）
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かみ

3 .上遺跡（No.8 ) 

上遺跡は鳥之郷地区に所在し、古墳時代の散布地として遺跡台帳に登録されている。遺跡の位置は県道足

利伊勢崎線の石橋交差点の南側に位置し、東西300m、南北600mの細長い楕円形の範囲に広がる。遺跡地内

には、東西方向に推定東山道駅路が2本通過するものと推定されているが、現在のところまだその位置は確

認されていない。また、遺跡中央部南側には 5世紀後半の前方後円墳である亀山古墳（全長58m）が所在す

る。遺跡の西側には県指定史跡である鶴山古墳（全長120mの前方後円墳）が所在する。隣接する遺跡として

は西側に久保遺跡、北側に寺裏遺跡、東側には鳥山寺中遺跡、南側には上泉開戸遺跡があり、遺構密度の高

い遺跡といえる。

今回の調査は宅地分譲に伴う確認調査であり、宅地に

接するための道路が50mにも及ぶ工事計画であった。そ

のため、本調査対象となる東西道路部分に 3本、宅地と

なる対象地に南北方向のトレンチ 2本を設定しローム面

まで重機による掘削を行った。その結果、 1・2トレン

チで住居跡2軒、3トレンチでは溝1条、 4トレンチで

は住居跡3軒、 5トレンチでは住居跡4軒が確認された。

道路部分で確認された住居跡については、事業者と協議

して本調査を実施した。

T5 守詩プ
て3

T2内の遺構確認状況（東より）

川日

川ハ Tl
「_JI I I 

10m 
I 1 500 1 

トレンチおよび遺構配置図
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うしぎわいなりやまとふん

4 .牛沢稲荷山古墳（No.9 ) 

牛沢稲荷山古墳は津野地区の国道354沿いに所在する古墳で、牛沢の交差点の南西部に位置する。過去の調

査歴は無く、現在では直径40mほどの墳丘が残されている。この古墳は群馬県の遺跡台帳Iでは前方後方墳

として登録されており、東500mの所には県指定の前方後円墳である朝子塚古墳（全長123.5m）があり、西

側には牛沢城跡（東西180m、南北180m）、北側には富沢遺跡や屋敷東遺跡が所在する。

今回の調査は宅地分譲に伴う確認調査であり、申請地内には当初から墳丘の東側に高まりがあったため、

申請地に 3本のトレンチを設定しローム面まで重機による掘削を行った。その結果、高まり部分はトレンチ

断面で確認したところ撹乱状に堆積しており、周堀も確認できなかった。前方後円墳として登録されている

ことから、前方部が壊されている可能性が高い。その他の遺構としては 1トレンチで古墳時代前期の住居跡

4軒、 2トレンチでは溝2条、 3トレンチでは住居跡1軒が確認された。事業者とは分譲地の造成に当たっ

ては、擁壁工事を実施する際に職員が立ち会い、分譲地については保護層が確保できるように盛土を実施す

ることで協議を行なった。

T2 

調査区位置図

。
1 400 10m 

Tl遺構確認状況（北より） トレンチおよび遺構配置図
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かみごうど

（上強戸古墳群） (No.10) 
ぶ、 こうえんない

北部スポーツ公園内遺跡群5 

北部スポーツ公園内遺跡群は、平成17年度から19年度にかけてスポーツ公園造成に伴って発掘調査をして

きた遺跡群で、上強戸古墳群はこのスポーツ公園内遺跡群の中に位置している。古墳群の規模は東西400m、

南北100mの細長い楕円形の範囲に広がっている。

今回の調査は公園の造成に当たり、公園緑地として計画されていた南西部の区域について、そこに所在す

る古墳の形状や規模を確認するための範囲確認調査であった。トレンチは墳丘東部及び北部を中心に設定し、

盛土や周堀の状況について確認した。調査の結果、古墳の周堀や埴輪列は確認されなかったが、墳丘盛土の

中や東側トレンチ内で円筒埴輪片が確認されたことから、構築時には円筒埴輪が樹立されていた可能性があ

り、その他に礁が全く出土しなかったことから葺石は無かったものと推測された。地形測量から古墳の規模・

形状は直径34m、残存高約3mの円墳であること

が判明した。 5世紀の古墳であることから竪穴系

の主体部が存在すると考えられるが、今回の調査

では主体部は確認されていない。

古墳全景

⑧ 

10m 
1 • 500 I 

古墳位置図 古墳の範囲とトレンチ配置図
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さかいがやと

6 .境ケ谷戸遺跡（No.15)

境ケ谷戸遺跡は、生品地区に位置し、平成6年度の発掘調査で「唐三彩」が出土した遺跡として知られて

いる。遺跡の規模は、東西方向に450m、南北方向に250mの逆台形の範囲に広がっている。北には推定東山

道駅路（牛堀・矢ノ原ルート）があり、東側には上野井廃寺を含む上野井遺跡、南側には赤城南遺跡、大型

の掘立柱建物跡が確認されている揚原遺跡、国指定史跡「新田荘遺跡生品神社境内」などが所在する。

境ケ谷戸遺跡では、「唐三彩jの他に仏教的色彩の強い香炉形の遺物や円面硯、巡方など官街的な遺物も検

出され、大型の掘立柱建物跡が点在することから、推定東山道との関連を含め以前より注目されてきた。

今回の調査は鉄塔建設に伴う確認調査であった。最初に西側に東西方向にトレンチを 2本設定し調査を行

なった結果、 1トレンチおよび2トレンチの西側では、住居跡が確認されたため、さらに東側へトレンチを

伸ばしたところ、近世の溝しか確認されなかったため、工事位置を東側に変更してもらうことで協議し、確

認調査で終了とした。

T2遺構確認状況（東より）

調査区位置図

⑧ 
亡 芹コ

Tl 
I I 

。
1 200 5m 

トレンチおよび遺構配置図
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7 .塚井遺跡（No.16)

今回調査した塚井遺跡は水田地帯に所在する遺跡であり、今回の確認調査までは遺跡として台帳に記載し

ていない遺跡であった。このあたりの遺跡は旧渡良瀬川氾濫原の微高地に立地するものが多いと考えられる

ため、隣接する遺跡は所在しないが、南西550mの所には洪水で埋もれてしまった県指定史跡の塚廻古墳（帆

立員形古墳）があり、西400mには塚井古墳群、北100mの所にはニノ堰遺跡が所在する。

以上のように、この周辺には依然として埋没している古墳や遺跡が所在する可能性が高いため、今回国営

農地防災事業として計画された遊水地建設事業に際しても、試掘調査を実施することにした。南側から実施

した試掘調査では水田直下において灰白色粘土が確認され、遺跡の所在は確認できなかったが、北東部にお

いて実施したトレンチでは西側に向かうにつれ、ロームが確認されたため、さらに西側へと試掘調査を実施

したところ、溝や住居跡が確認された。埋没していた台地の範囲は東西100m、南北50mとなる不整形の範囲

に広がることが確認できた。遺構確認、面は水田として利用してきたこともあり耕作土の下層はかなり削平を

受けていた。住居のほかには掘立柱建物跡もあり、古墳時代の前期から平安時代にかけての遺構が確認され

た。対象地は全面を掘削していく工事であるため、遺構が確認された範囲については「本調査」の対象とし

て、確認調査後に本調査を実施した。

⑧ 

亡二二二コ

, 11T 

/ 
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＼＼  

13T 
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＼ 
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己正コ 16T
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トレンチおよび遺構配置図
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調査区位置図 9トレンチ全景

9トレンチ全景 11トレンチ全景

12トレンチ全景

14トレンチ全景 15トレンチ全景
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-459.80 

-459.20 

-459.60 I 

むらた ほんごう

村田・本郷遺跡（No.19)8 • 

村田・本郷遺跡は、生品地区でも一面に水田の広がる地区に所在す

この一帯は県営ほ場整備に伴い、昭和61年から平成4年にかけてる。

この時発新田東部遺跡群として発掘調査を実施してきた地域である。

掘調査の対象となっていた道路部分の発掘調査によって、島状に形成

された微高地上に集落が形成されていることが明らかになった。

村田本郷遺跡もこの当時に調査された遺跡で、その範囲は東西300

m、南北380mに広がり、住居跡、掘立柱建物跡、井戸、中世の館堀な

どが確認されている。周辺の遺跡としては、南側に古墳時代の集落が

確認された中溝遺跡、西側には古墳時代～平安時代の集落が検出され

た中屋敷東遺跡、北側には中世の村田本郷館が所在し、南東700mには、

古墳時代前期の豪族居館が確認されたことで知られている県指定史跡

の中溝・深町遺跡がある。

今回の調査は市道拡幅工事に伴う調査であり、道路の両側（南北）

に広げる工事であったため、道路を挟んで南と北に東西方向のトレン

チを入れて遺構確認を行なった。その結果、住居跡2軒、土坑9基、

館堀4箇所と土師器数点、板碑1点が検出された。道路建設工事であ

るため、確認調査後、本調査を実施した。

1: 1200 

-460.40 

-460.80 

。

ou．
ド
寸
的

トレンチおよび遺構配置図
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すぎのした

9 .杉ノ下遺跡（No.22)

杉ノ下遺跡は、津野地区の遺跡で古墳時代の散布地として知られている遺跡で、東西280m、南北100mほ

どの楕円形の範囲広がっている。北西には古墳時代の集落が確認されている家前遺跡があり、南東には八反

田遺跡が所在し、南側には広大な範囲に条里制水田想定地がある。本遺跡地は調査歴がないため今まで散布

地とされてきたが、今回の調査で遺跡の内容がより明確となってきた。

今回の調査は集合住宅・貸住宅建設に伴う調査であり、対象地全体にわたって確認調査を実施した。敷地

は南北、東西へと長いL字状の形状をしていたため、南北に 2本、東西に 3本のトレンチを設定し、ローム

面での遺構確認を実施した。その結果、 1• 2トレンチでは、幅の広い溝状遺構が東西方向で確認されたた

め拡張して溝の形状を確認した。それにより、数条の溝が重複していることが確認され、溝には多量の土師

器片が廃棄されていることが判明した。また、 5トレンチでは土坑・溝の他に住居跡が確認されたため、集

落が形成された遺跡であることが確認できた。調査後、工事に際して保護層が確保できるよう事業者と協議

し、確認調査で終了とした。

⑧ 

T3 

。ー。 T4 

日
。三。。苫。も

10m 
I 1: 500 1 

トレンチおよび遺構配置図 調査区位置図

口
δ



＼ 2 

＼ 

杉の下遺跡出土土器

1号溝遺物観察表

番号 種類 器種 残存状況 口f圭 底径 器高 胎土 焼成 色調 特徴（形成 ・調整技法）

1 土師器 坪 1/3 14 5.3 細砂粒 良好 にぶい樟色 底面へラ削り。口縁部横ナデ。稜は明瞭。

2 土師器 鉢 2/3 18.4 中砂粒少量 良好 にぶい褐色 口縁部部横ナデ。内面ナデ。

3 土師器 甑 2/3 21.3 8.4 18.5 中砂粒多量 良好 にぶい褐色 口縁部部横ナデ。胴部へラ削り。

4 土師器 小聾 3/4 15.4 6.0 16.6 中砂粒多量 良好 にぶい褐色 口縁部部横ナデ。胴部へラ削り。内面へラ磨き。

5 土師器 長胴聾 15. 8 中砂粒多量 良好 にぶい褐色 口縁部部横ナデ。胴部へラ削り。内面へラ磨き。
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だいにちゃまこふんぐん

10.大日山古墳群（No.24)

大日山古墳群は、韮川地区に所在する古墳群で、東日本最大と言われる天神山古墳と近接する女体山古墳

の北東約1kmのところに位置する古墳群である。この古墳群の中には現在でも 1基古墳が現存（ 1号墳）し

ており、墳丘の東南部は削られているものの、その規模・形状は直径36m、高さ 5mの円墳となっている。

大日山古墳群は長軸300m、短軸100mの楕円形の範囲に広がっている。隣接する遺跡としては昭和55年に調

査された雷遺跡（縄文時代早期～中期の散布地）が南から西にかけて古墳群の範囲と重複しており、東側で

も中世の館跡として知られている下小林館跡（大倉城）と重複している。

今回の調査はドライブイン建設に伴う調査であり、敷地が南北に長い形状であったため、南北方向のトレ

⑧ 

／ 
／〆

ノ／

／ 
，／ 

γ 
／ 
／ 

---------- 3号墳

グ

〈ク

トレンチおよび遺構配置図

0 10m 
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ンチを4本設定し、確認された遺構に

合わせてトレンチを追加した。その結

果、南側のトレンチでは、古墳の周堀

や縄文時代の住居跡が確認され、北側

についてもほぼ同規模の古墳2基が確

認された。

調査区位置図
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かみえだりょうかんし

11.上江田城館跡（No.26)

上江田城館跡は木崎地区の木崎台地の西端部に位置し、北宿遺跡の中に含まれる館跡で、史跡新田荘遺跡

江田館跡の北側に隣接する。遺跡の範囲は東西500m、南北200mの逆台形状に広がり、民地内には現在でも

部分的に土塁が残っている館跡として知られている。また、台地上の縁辺部という立地から、古墳が集中し

て造られてきた地域としても知られている。西側は沖積地となるため遺跡は所在しないが、大形の前方後円

墳である兵庫塚古墳（現存しない）がある。また、南西部には沖積地内の微高地上の遺跡として古墳時代の

集落である上江田西田遺跡が所在する。

今回の調査は市道拡幅工事に伴う調査であったが、工事計画は狭小な道路拡幅工事であったため、工事に

際して立会い調査を実施した。その結果、工事区の西側では、掘削断面の精査の段階で、古墳の周堀が確認

され、北側の敷地内にあった土塁状の高まりが古墳の墳丘部の残りであることが確認できた。また、周堀の

断面より円筒埴輪が検出された。工事区の東側においても古墳の周堀と思われる遺構が確認された。その他

に溝・土坑が確認されたが、中世に関係すると思われる遺構はなかった。

⑧ 

調査区位置図
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く円筒埴輪〉口径（21cm）、底径（12cm）、高さ（34cm)

を測る。 2条の凸帯と円形の透孔をもち、凸帯の断

面形は潰れた台形か三角形を呈す。外面の調整は、

一次調整の縦ノ＼ケのみで二次調整はない。

古墳周溝 土坑
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上江田城館跡遺構配置図 3 黄褐色土地山、関東ローム層

23 



nJω
よ
J
U
H

；
・
ー
ニ
51

↑dA
刊
必
！い－
J
ヤ

j

’
ず
れ
込
’
e

時

r
k弘
・4

v
d
～
草
色
、

、私
H
’1 5．‘ 
Fn
，’

・－，V

1
叫

F
J

ち白．
‘、．

R
v
d
 

iv

．L 
内
A
H
L

4
U
E
‘，
y
 

d
hパ
A
f

’－
T

i

 

Jw
e
’～守
．、、
司、，，
，J
抗
日
引
に

、

7
．

h

J
，H
Y－－
ゑ
4
4J
F
勺，

AV4
〉
元
吋

土
4
4
P店
U
UP
%
γ
a

Y
E
’Jf

い
t
h
a河
r
i
ot

東側調査区

出土した円筒埴輪
西側調査区

24 -



きたみょうせんじいせき

12.北明泉寺遺跡（No.27)

北明泉寺遺跡は九合地区に所属する遺跡で、古墳・奈良時代の集落として知られている。遺跡の南側には

飯塚条里制水田跡が広がり、北側にも条里制水田想定地があることから、本遺跡が東西に続く微高地の上に

立地していることが伺える。そのため、西側には古墳時代の集落である宮前遺跡、東側には平成元年の市道

建設の本調査で方墳、円墳方形周溝墓などが調査された飯塚古墳群が所在する。遺跡の規模は、東西方向に

250m、南北方向に250mの隅丸の方形状に広がっている。

今回の調査は集合住宅建設に伴う調査であり、建物の予定範囲で確認できる範囲について南北のトレンチ

を3本設定し確認調査を実施した。その結果、南側は撹乱

によって壊されており、土層断面では下層部において旧水

田として利用されていた土層が確認され、北側に向かつて

土地が高くなり、ローム面で住居跡1軒と溝2条、土坑2

基が確認された。基礎工事は確認面まで及ばない工事方法

であったため盛土して保存することとし、確認調査で終了

とした。

調査区位置図

住居跡確認状況（西より）
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やすらおかこふんぐん

13.安良岡古墳群（No.28)

安良岡古墳群は、韮川地区の韮川台地北部に所在する古墳群で、その規模は東西200m、南北200mの範囲

に不整形に広がっている。周囲の地形より北から東にかけては一段低くなっているため、隣接する遺跡は無

く、古墳群の南東部にのみ塚本遺跡が隣接している。塚本遺跡は、平成2年の発掘調査でわず、か120m2の調査

区において 8軒の住居跡が検出されており、その遺構密度の高さが知られている。安良岡古墳群については、

過去の段階において会社寮が建設されており、その実態は確認されていなかった。

今回の調査は市営住宅の建替え工事に伴う調査であり、既存の住宅を撤去した後に確認調査を実施した。

もともと、遺跡分布地図では今回の対象地の南側の一部

が該当していたが、南側で古墳が所在することが確認さ

れたため、遺跡の広がりを確認するために北側の工事区

も調査の対象とし、トレンチを南北方向に10本、東西方

向に 6本設定しローム面まで掘削した。その結果、東西

方向のトレンチを入れた北東部は台地の縁辺部にあたり

盛土されており、南北方向のトレンチを入れた北側につ

いても遺構は確認できなかった。結局確認された遺構は、

一番最初に確認した南側の一辺24mほどの方形周溝墓1

基と溝1条であった。確認面は比較的浅く、住宅建設に

際しては遺構に影響が及ぶため確認調査後、本調査を実

施した。

調査区位置図
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南西側の確認状況（西より）
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第 5章試掘・確認調査の概要
1 . 鼠~~告く T1trtD'
①所在地太田市原宿町597f也

②調査面積 480m2 （対象面積14,OOOm2) 

③調査原因 ドライブイン

④調査期間平成18年5月15日～17日

⑤調査方法開発予定地内に東西方向に19本のトレンチを設定

し、重機により表土除去後（深さ30～50cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果全面で磯層が確認。発見遺構・遺物なし。

原宿川向遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）



エフピーでいりゅうした

2. F P泥流下遺跡群（尾島）

①所在地太田市尾島町240番他

②調査面積 155m2 （対象面積3,262ぱ）

③調査原因 コンビニ

④調査期間平成18年6月5日

⑤調査方法開発予定地内に東西方向にトレンチを 4本設定し、

重機により表土除去後（灰白色粘土面・深さ50～110cm）、遺構の

確認調査を行った。

⑥調査結果 FP泥流層は無く 、遺構・遺物なし。

調査区位置図
エフピーでいりゅうした

5. F P泥流下遺跡群（亀岡軽浜）

①所在地太田市亀岡町5681、5691 

②調査面積 350m2 （対象面積2,314m2) 

③調査原因土地分譲

④調査期間平成18年8月1日～2日

⑤調査方法 開発予定地内に東西方向にトレンチを 4本設定し、

重機により表土除去後（FP泥流面・深さ70～80cm）遺構の確認

調査を行った。

⑥調査結果土坑1基（平安時代）。

調査区位置図

q
L
 



エフピーでいりゅうした

14. F P泥流下遺跡群（粕川）

①所在地太田市粕川町154番 1地内

②調査面積 40m2 （対象面積2,473ぱ）

③調査原因土地分譲

④調査期間平成18年11月2日

エフピーでいりゅう

17. F P泥流遺跡（尾島）

①所在地太田市尾島町250番 1ほか

②調査面積 l8m2 （対象面積850m2)

③調査原因道路建設

④調査期間平成18年11月10日

⑤調査方法開発予定地内に南北方向にトレンチを 9本設定し、
重機により表土除去後（深さ120～170cm）遺構の確認調査を行っ
た。

⑥調査結果発見遺構 ・遺物なし。

調査区位置図

⑤調査方法 開発予定地内に南北方向に3本のトレンチを設定
し、重機により表土除去後遺構の確認調査を行った。

⑥調査結果発見遺構 ・遺物なし。

調査区位置図
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3.西田島遺跡

①所在地太田市下田島町1563-8

②調査面積 110ぱ（対象面積379ぱ）

③調査原因集合住宅

④調査期間平成18年6月8日

⑤調査方法 開発予定地内に東西方向にトレンチを 4本設定し、
重機により表土除去後（深さ20～40cm）遺構の確認調査を行っ
た。

⑥調査結果発見遺構 ・遺物なし。



たかはやしつるまき

4.高林鶴巻古墳

①所在地太田市高林南町605-6

②調査面積 70m2 （対象面積997m2)

③調査原因集合住宅

④調査期間平成18年6月26日

⑤調査方法 開発予定地内に東西方向にトレンチを 3本設定し、

重機により表土除去後（深さ30～60cm）遺構の確認調査を行っ

た。

⑥調査結果溝1条、遺物なし。

高林鶴巻古墳の範囲（下）と調査区位置図（上）
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とうぷ：ちく

7.東部地区遺跡群

①所在地太田市岩松町159番他地内

②調査面積 420m2 （対象面積4,446m2) 

③調査原因区画整理

④調査期間平成18年8月31日～9月8日

⑤調査方法開発予定地内3箇所において、東西方向に13本のト

レンチを設定し、重機により表土除去後（深さ50～100cm）遺構

の確認調査を行った。

⑥調査結果住居10軒（古墳～平安時代）、土坑17基、溝3条。詳

細は第4章。

東部地区遺跡群の範囲（下）と調査区位置図（上）
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うしざわいなりやま

9.牛沢稲荷山古墳

①所在地太田市牛沢町138番1地内

②調査面積 lOOm2 （対象面積801.6ぱ）

③調査原因宅地造成

④調査期間平成18年9月28日～10月2日

⑤調査方法 開発予定地内にトレンチを南北方向に 2本、東西方

向に 1本設定し、重機により表土除去後（深さ30～100cm）遺構

の確認調査を行った。

⑥調査結果住居6軒（古墳前期）、土師器片。（確認調査で終了）

詳細は第4章。

牛沢稲荷山古墳の範囲（下）と調査区位置図（上）
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かみごうど

10.上強戸古墳群（北部スポーツ公園内遺跡群）

①所在地太田市上強戸町20281ほか ⑤調査方法開発予定地内にトレンチを放射状に 7本設定し重機

②調査面積 lllm2 （対象面積4,000m2) により表土除去後（深さ40～130cm）遺構の確認調査を行った。
⑥調査結果直径約30mの円墳であることを確認。円筒埴輪片数

③調査原因公園建設
点出土。詳細は第4章。

④調査期間平成18年10月18日

上強戸古墳群の範囲（下）と調査区位置図（上）

口
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にしやじま

11.西矢島遺跡

①所在地太田市西矢島町358番 4ほか地内 ⑤調査方法 開発予定地内に東西方向に 3本、のトレンチを設定

②調査面積 105m2 （対象面積999.35ぱ）

③調査原因土地分譲

④調査期間平成18年10月25日

し、重機により表土除去後（深さ20～30cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果発見遺構・遺物なし。

西矢島遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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あカ斗まとけ

13.赤仏遺跡

①所在地太田市新田中江田町1126番2地内⑤調査方法開発予定地内に東西方向に 3本のトレンチを設定

②調査面積 l80m2 （対象面積1,418m2) 

③調査原因介護施設建設

④調査期間平成18年11月1日

し、重機により表土除去後（深さ40～60cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果長方形土坑4基。遺物なし。

赤仏遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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さかいが やと

15.境ケ谷戸遺跡

①所在地太田市新田市野井町1989番 3地内⑤調査方法開発予定地内に東西方向にトレンチを 3本設定し、

②調査面積 48m2 （対象面積96ぱ）

③調査原因鉄塔建設

④調査期間平成18年11月6日

重機により表土除去後（深さ30～40cm）遺構の確認調査を行っ
た。

⑥調査結果住居3軒、溝1条、土師器片。位置を変更して工事着
手。詳細は第4章。

境ヶ谷戸遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）

- 42 -



16.塚井遺跡

①所在地太田市沖之郷町984番ほか地内

②調査面積 735m2 （対象面積85,900m2) 

③調査原因遊水池建設

④調査期間平成18年11月9日～12月15日

⑤調査方法 開発予定地内に東西方向に13本、南北方向に 6本の

トレンチを設定し、重機により表土除去後（深さ15～30cm）遺構

の確認調査を行った。

⑥調査結果住居9軒（古墳前期）、土坑5基、溝5条、ピット40、

土師器片。詳細は第4章。

塚井遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）

43 



なかみぞ

18.中溝H遺跡
①所在地太田市新田小金井町地内

②調査面積 200m2 （対象面積3,500m2)

③調査原因道路建設

④調査期間平成18年12月11日～12日

⑤調査方法 開発予定地内に南北方向に 1本のトレンチを設定

し、重機により表土除去後（深さ50～60cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果発見遺構・遺物なし。

寸
1

中溝II遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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むらた ほんごう

19.村田・本郷遺跡

①所在地太田市新田村田町

②調査面積 200m2 （対象面積7,300m2) 

③調査原因道路建設

④調査期間平成18年12月15日～18日

⑤調査方法 開発予定地内に東西方向に 6本のトレンチを設定

し、重機により表土除去後（深さ20～30cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果住居2軒、土坑9基、溝9条、堀4箇所。遺物なし。

詳細は第4章。

村田・本郷遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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だいもん

20.大門遺跡

①所在地太田市由良町1558番 1ほか地内

②調査面積 43m2 （対象面積1,700m2) 

③調査原因土地分譲 ・道路建設

④調査期間平成18年12月15日

⑤調査方法 開発予定地内に南北方向に 3本、東西1本のトレン
チを設定し、重機により表土除去後（深さ20～40cm）遺構の確認調

査を行った。

⑥調査結果土坑1基、（近世）確認調査で終了。

大門遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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しもたじま

21.下田島遺跡

①所在地太田市下田島町530番 1地内

②調査面積 19m2 （対象面積96m2)

③調査原因鉄塔建設

④調査期間平成18年11月16日

⑤調査方法開発予定地内に南北方向に 2本のトレンチを設定

し、重機により表土除去後（深さ50～60cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果発見遺構・遺物なし。

下回島遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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かなやまじようあとなわば

23.金山城跡縄張り

①所在地太田市金山町40番281地内

②調査面積 74m2 （対象面積1,650ぱ）

③調査原因金山ガイダンス

④調査期間平成18年12月4日～12日

⑤調査方法開発予定地内に南北方向に 4本のトレンチを設定

し、重機により表土除去後遺構の確認調査を行った。

⑥調査結果発見遺構 ・遺物なし。
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かみえだじょうかん し

25.上江田城館跡
①所在地太田市新田上江田町

②調査面積 200ぱ（対象面積700m2)

③調査原因

④調査期間

⑤調査方法市道拡幅部分が狭小であったため、掘削断面によっ

て立会い調査を実施した。

⑥調査結果古墳2基、土坑2基、溝2条。円筒埴輪1点。詳細は

第4章。



きたみようせんび

26.北明泉寺遺跡

①所在地太田市飯塚町759-1

②調査面積 45m2 （対象面積1,031. 4 7m2) 

③調査原因集合住宅

④調査期間平成19年2月5日

⑤調査方法開発予定地内に南北方向に 3本のトレンチを設定
し、重機により表土除去後（深さ30～50cm）遺構の確認調査を
行った。

⑥調査結果住居1軒（古墳時代）、土坑2基、溝2条、土師器片。
詳細は第4章。

北明泉寺遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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とりがやと

27.鳥ケ谷戸遺跡

①所在地太田市鳥山中町817番 1ほか地内 ⑤調査方法開発予定地内に東西方向に 2本のトレンチを設定

②調査面積 25ぱ（対象面積327.8lm2) 

③調査原因個人住宅

④調査期間平成19年3月2日

し、重機により表土除去後（深さ80～90cm）遺構の確認調査を

行った。

⑥調査結果発見遺構・遺物なし。

鳥ヶ谷戸遺跡の範囲（下）と調査区位置図（上）
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⑤調査方法 開発予定地内に南北方向に10本、東西方向に 6本の

トレンチを設定し、重機により表土除去後（深さ20～80cm）遺構

の確認調査を行った。

⑥調査結果方形周溝墓1基、溝1条。
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第 6章ま と め
平成18年度に市内遺跡発掘調査の対象となった遺跡は全部で28件あり、地域別には太田地域で17箇所、新田地域で5箇

所、尾島地域で5箇所、薮塚地域で1箇所に分けられる。このうち遺構が確認された遺跡は13箇所で、太田地域が9箇所、

新団地域が3箇所、尾島地域が1箇所であった。調査地点は市内全体に広がっており、薮塚地区、世良団地区を除いたす

べての地域で調査が実施されており、平成18年度は太田地域の南側で、の調査が比較的多かった。

平成18年度に実施した確認調査では、遺跡としての範囲見直しを検討するものや周辺に広がりを見せる遺跡、特殊な遺

構が確認された遺跡、また、近年まで残されていた古墳など、調査を実施したことによっていろいろと新しい見解を必要

とする成果が見られた。以下、調査した遺跡について簡単に触れてみたい。

原宿川向遺跡（範囲見直しの遺跡）

今回調査した申請地は、ほぼこの遺跡全体に及ぶ範囲の調査であった。しかしながら、トレンチ調査の結果ではわずか

20cmで＇｝II原石の磯層が露出するところもあり、すべてのトレンチでこの際層を確認するに至った。断面や確認した際層か

ら判断してこの区域は旧河川敷に該当するものと考えられ、申請地の隣接する畑でも遺物は全く確認できなかった。以上

のようなことから、この遺跡の範囲を決定する段階では、以前に流れ込んでいた遺物があったのではないかと推定される。

周辺には遺物の散布が全く見られないため、遺跡として登録された経緯等も踏まえて遺跡地から除外していく必要がある

と思われる。

塚井遺跡（新発見の遺跡）

確認された塚井遺跡は、ニノ堰遺跡の南側100mほどの所にあり、今回渡良瀬農地防災事業で計画された湧水池の範囲内

で確認されている。当初は遺跡地図に載っていなかったが、このあたりの地区は洪水で埋もれてしまった塚廻古墳が所在す

るため以前から注目しており、今回の確認調査を実施することとなった。結果的には、遺構確認面はかなり削平されていた

ものの、微高地が所在し古墳時代前期から平安時代までの集落が形成されていたことが明らかになった。そのため、遺跡発

見届けを提出し周知の遺跡として登録した。

⑧ 

口

杉ノ下遺跡南東部遺構配置図
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杉ノ下遺跡（特殊遺構の遺跡）

杉の下遺跡は、今回の確認調査を実施するまで

は古墳時代の散布地として登録されていた遺跡で

ある。南側で検出された東西に走行する溝は、覆

土上層からも完形に近い遺物が出土したり、覆土

中にも多量の土師器片や焼土などを含んで、いるた

め、祭最巴的な要素が強い遺構と考えられる。溝の

セクションからは2条の溝があることがわかって

おり、 6世紀代を中心とした土師器片が多量に確

認されている。遺跡の北側には岩瀬川が流れてい

るため、南側の区画で東側で北に折れる溝なのか、

南に曲がってしまう溝なのか、その性格について

は確定できなかった。しかし、平成20年2月にこ

の申請地の南東の隣接地に開発が計画され、市単

独の緊急発掘調査で確認調査を実施した所、左図

のようにこの溝の続きが確認された。この調査で、

溝は直線的な配置ではなく、波を打ったような形

状で、東へと続いており、土器は溝の中央底面部に

30cm程度の幅で、5cmほどの厚さで堆積しているこ

とが確認された。溝の形状や土器の堆積状況から

見て水路としての可能性が高い溝だと思われる

が、走行は引き続き岩瀬川｜と平行しているため、



IA多移勿及協J,,,._ 

この先で南北のどちらへ曲がって行くかによって、その性格が決まってくるものと思われる。

大日山古墳群（近年までト残っていた古墳：

大日山古墳群は、国道122号と太田環状線の交差する石原南の交差点の東側に所在する。現在

のところ 1基だけ墳丘が残されており、一部削られてはいるものの周囲は畑として利用されて

おり、今でもその形状を残している。今回申請のあった土地は、この古墳の南側に位置する。

確認調査後、昭和十年八月に実施された古墳調台帳（山田郡休泊村）をもとに、これらの古墳

について確認してみた。所在地の欄と左トこ図示された位置図とを照合したところ、現存する古

墳が1号墳で、確認された古墳が2号墳と 3号墳であることが明らかになった。台帳によれば、

2号墳の平面形は円形で直径が50～55尺（15～16.5m）、高さが3.3尺（約 1m）の規模であり、

墳頂には「休泊村古墳第二号Jという標柱が建てられていた（図参照）ことが判明した。また、

日1-±-歩！3-:三？土l
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出土品の欄には「短剣ニ（ボロボロ）銅環一」の記録が

見られた。 2号墳については、平面で主体部の下層部を

確認しているが、図の中にも中央部に主体部の位置が示

されており、図との一致を見た。南西に位置した 3号墳

は平面形がやや楕円形をしており、長軸60尺（18m）、短

軸50尺（15m）、高さ7.25尺（2.4m）と記載されていた

（図参照）。 1号墳については南北100尺（30m）、東西70

尺（21m）で高さ19.8尺（約6m）の規模となっており、

1号墳の発掘の有無の欄には「昭和三年十二月二十九日

夜何者ニカ掘採るラレ其跡ニ古万ニアリ、石棺長サ約二

間一尺、石棺ニ朱多ク付着セリ 石棺ノ上ニ建武二年ト

刻ミアリタリト（発掘者ハ後太田署ニ検挙セラレタル

由）」と書かれていた。古い台帳も現況が変ってしまった

現在では、発見当時の状況が明確に記されているため、

貴重な資料であることを改めて認識するとともに、確認

した遺構との照合ができ、大きな成果となった。

茶臼山古墳

茶臼山古墳の墳丘部分については、現在史跡「新田荘

遺跡円福寺境内Jとして指定されている範囲に含まれて

いる。墳頂部、墳丘裾部は寺や神社等の建物により原形

が損なわれているが、茶臼山古墳は市内では天神山古墳

に次いで大きく、県内でも第3位の大きさを誇っている。

太田市では、今までに平成3年と平成4年に確認調査を

実施しており、平成4年の調査では、周堀の墳丘裾部と

なる立ち上がり部分について確認している。今回の調査

はちょうどその北側に隣接する場所であったが、墳丘裾

部の立ち上がりは確認できなかったものの、周堀の外側

の立ち上がりについて確認することができた。その結果、

周堀の幅は10m程度と思われるが、古墳北東部の墳丘部

分はかなり崩れているため周堀の明確な幅については、

今後の調査に期待したい。
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おわ

平成18年度の調査では、 28箇所についての調査報告を行ったが、このうち住居跡が確認された遺跡は13箇

所、古墳が確認された遺跡は 7箇所、溝が確認された調査は 1箇所であった。残りの15箇所については遺跡

地内でありながら、遺構・遺物が確認されない場合や沖積地に該当していた事例であり、遺跡の範囲につい

て検討が必要と思われた遺跡は 1箇所であった。また、今回開発が進行していく中で、上強戸古墳群のよう

に、公園緑地として保存していくための範囲確認調査などがあり、市内には遺跡の内容や範囲について確認

調査が必要と思われる遺跡が数多く所在するため、これからの調査方向として検討すべき事例であると思わ

れる。このように、市内遺跡発掘調査では地点ごとの調査データを蓄積していくことで、遺跡の範囲や内容

について明らかにしていくことが大きな目的といえる。今後も周辺の調査と関連させて、遺跡の正確な把握

とその保護に務めていきたい。

最後に調査に際してご協力いただいた事業主の方々、ならびに寒暖の中で発掘調査に従事された方々に深

く感謝の意を表したい。

く参考文献＞

太田市教育委員会 「埋蔵文化財発掘調査年報1」 昭和63・平成元年度 1991 
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所収 遺 跡 茶臼山古墳ほか市内の遺跡27箇所

ふりがな ふ り カ宝 な コ ー ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面積

所収遺跡名 所 在 I也 市町村遺跡番号

茶チャ ウ臼ス ヤ山マ古コ 墳フン
太田市別所町388番2 10205 T0132 36°17’39" 139。20’13" Hl8. 7 .31 80ぱ

東トウ部プ地チ区ク遺イセ跡キ群グン
太田市岩松町159番ほか地内 10205 J 0112 36°15’13" 139°19’58" H18. 8 .31～ 420m' Hl8. 9 8 

上 遺 跡 地太内田市鳥山上町2249番1ほか 10205 T0263 36°19’24" 139°20'46" Hl8. 9. 5～ 160m' H18. 9 .11 
牛ウシ＋沢Fワ稲イ荷ナリヤ山マ古コ墳フン

太田市牛沢町138番1地内 10205 T0031 36°15’26" 139°21’32’r H18. 9 .28～ 100m' H18.10. 2 

上カミ 強ゴウ戸ド 古コ 墳フン群グン
太田市上強戸町2028-1ほか 10205 T0109 36。20’8,, 139°21’42" HlS.10 .18 lllm' 

境サヵイケガ 谷ヤ 戸ト 遺イ 跡セキ 地太田市新田市野井町1989番3 10205 N0024 36。19’6” 139。18’50" HlS.11. 6 48m' 

塚井遺跡 太内田市沖之郷町984番ほか地 10205 T0454 36°17’10" 139°25’46" HlS.11. 9～ 735m' HlS.12.15 

村田 ・本郷遺跡 太田市新田村田町 10205 N0029 36。18’31" 139°19’27" HlS.12.15～ 200m' Hl87 .12.18 

杉スギ ノノ 下シタ 遺イ セ跡キ
太田市岩瀬川町53番1ほか 10205 T0352 36。16’16” 139。21'58’r Hl9. 1 .10～ 290m' Hl9. 1 .12 

大グイ ニ日チヤ山マ古コ 墳フン 群グン
太田市石原町118番2 10205 T0087 36°17’31" 139。24’19" H19. 1 .16～ 410m' Hl9. 1 .19 

カ上ミ江エ 田ダジ城ョウ館カン 跡
太田市新田上江田町 10205 N0429 36°17’43" 139°17’12" Hl9. 2. 1～ 200m' Hl9. 3 .15 

北キタミ明ョウセ泉ン寺ジ遺イ セ跡キ
太田市飯塚町759-1 10205 T0202 36。16’37" 139°23'18" Hl9. 2 5 45m' 

安ヤス 良ラ オ岡カ古コ 墳フン群グン
太田市台之郷町1550番 10205 T0246 36°18’34’F 139。24’11" Hl9. 3 15～ 600ぱH19. 3 .16 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

茶臼 山 古墳 古墳 古墳時代 古墳周堀 五輪塔

東部地区遺跡群 集落 古墳～平安時代 住居跡 ・溝 ・土坑 土師器

上 遺 跡 集落 古墳 ・奈良時代 住居跡・土坑 土師器

牛沢稲荷山古墳 古墳 ・集落 古墳時代 住居跡 土師器片

上強戸古墳群 古墳 古墳時代 古墳 円筒埴輪片

境ケ谷戸遺跡 集落 奈良 ・平安時代 住居跡 ・溝 土師器片

塚弁遺跡 集落 古墳～平安時代 住居跡 ・溝 ・土坑 土師器 ・須恵器

村田 ・本郷遺跡 集落 古墳 ・中世 住居跡 ・溝 ・土坑 土師器片

杉ノ下遺跡 集落 古墳～平安時代 住居跡 ・溝 ・土坑 土師器 ・須恵器

大日 山 古墳群 古墳 古墳時代 古墳 土師器片 ・埴輪片

上江田城館跡 古墳 ・館跡 古墳 ・中世 古墳・溝 円筒埴輪

北 明 泉寺遺跡 集落 古墳時代 住居跡 ・溝 土師器片

安良 岡古墳群 古墳 古墳時代 方形周溝墓 土師器

調査原因

学校建設

区画整理

土地分譲

宅地造成

公園建設

鉄塔建設

遊水池建設

道路建設

集合住宅

ドライブイン

道路建設

集合住宅

集合住宅

特記事項

発掘調査実施

範囲確認調査

発掘調査実施

発掘調査実施

発掘調査実施
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